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   We report wo cases of a nephrogenic adenoma in the bladder diverticulum. The first patient was 
an 81-year-old man with gross hematuria. Cystoscopy revealed bladder diverticulum and a papillary 
tumor within. Bladder diverticulectomy was performed and the histopathological diagnosis was a 
nephrogenic adenoma. 
   The second patient was a 50-year-old man with gross hematuria nd dysuria. Transabdominal 
ultrasound revealed bladder diverticulum. Transurethral coagulation of the bladder diverticulum was 
performed. Then three papillary tumors were detected, and were resected transurethrally. The 
histopathological diagnosis was a nephrogenic adenoma. 
   These are the first and second cases of a nephrogenic adenoma in the bladder diverticulum 
reported in Japan. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 815-817, 2000) 
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緒 言
Nephrogenicadenomaは尿路上皮 に発生 する比較
的稀 な良性腫瘍である.膀 胱 に発生 したncphrogenic
adenomaは現 在 まで本邦で も20例を越 える報告 があ
るが,膀 胱憩室 内にみ られた報告 はない.
今 回われわれは膀胱憩室 内にみ られたnephrogenic
adenomaを2例経験 したので報告す る.
なお,症 例1は 共同著 者の岩岡(現:松 田)らDが
抄録 としてのみ報 告 してお り(日 泌尿 会誌85:679,







現 病歴:1986年頃 よ り排尿 時違和 感 を自覚 して い
た.1991年にな り肉眼的血尿が出現 し,1992年2月近
医受診.膀 胱鏡 にて膀胱頂部 に存在する膀胱憩室 と憩
室内の腫瘍 を認 めたため,1992年3月5日福井医科 大
学泌尿器科紹介受診 となった.
検査所見:理 学的所見や血液検査では特 に異常 は認
め られなかった.尿 沈 渣にてWBCIO--15/hpfと膿
尿 を認めた.尿 細胞診 はclassIであった.

















「 ・ ・《 ノ
,磯欝 講 ・囮







主訴:排 尿 困難,肉 眼的血尿
既往歴:特 記すべ きこ とな し
現病歴:1997年頃 より排尿困難 を自覚 していたが放
置 していた.肉 眼的血尿が 出現 して きたため1999年6




画像所見:経 腹的超音 波,DIPに て膀胱右壁 よ り
突 出する膀胱憩室 を認 めたが,憩 室内に明 らかな腫瘍
を認めるこ とはで きなかった.
入院後経過:1999年6月23日内視鏡的膀胱憩室焼灼
術 を施行 した.内 視鏡 的に憩室 内を観察す ると,肉 眼
的 には高分化の表在性膀胱腫瘍 によ く似 た形態の乳頭
状腫瘍 を3個 認めた(Fig.2),内視鏡 的にこれ を切 除
の後,憩 室内全面を焼灼 した.前 立腺部尿道や前部尿
道の閉塞所見はみ られなか った.
病理組織所見:弱 拡大で見る と,粘 膜 は微小乳頭状
増生 を きた してお り,そ の上皮 は一層 の立方～低 円柱
上皮か ら成 っていた.強 拡 大で は,上 皮細胞 はエオジ
ン淡染性の胞 体を有 し,一 部空胞化 した上皮 もみ られ
Fig.2.Cystoscopicfindingofthetumorinthe
bladderdiverticulum(Case2)。






ていた.核 は円形で異型性 を伴 わず,粘 膜 間質 には炎
症細胞 の浸潤がみ られた.こ れ らの所見 よ り,病 理組
織学 的診断 はncphrogenicadenomaであった(Fig.
3).
術後6カ 月の時点で腫瘍 の再発 はみられてお らず,
憩室容量 も著明な減少 をみている.
考 察
Nephrogenicadenomaは粘 膜の化生 変化 を伴 った
反応性の増殖で,電 子顕微鏡的構造が腎尿細 管上 皮 と
よく似ているこ とか ら命名 されている.膀 胱 に発 生 し
たnephrogenicadenomaは1949年にDavisら2)に
よって初めて報 告 された.本 邦で も1976年に原 ら3)が
報告 して以来,20例を越 える報告がみ られる.1998年
に梶 田ら4)が本邦報告例22例を まとめてお り(自 験例
1を含 む),そ の 後 にOyamaら5)が報 告 したBCG
膀注後の発生例 などを含 める と,わ れわれの検索 した
か ぎり今 までに合計29例の報告がみ られた6'11)自験
例2は 膀胱 に発生 したnephrogenicadenoma本邦30
例 目の報告 と思 われた(Tablel).
発生部位 として は,三 角部 に多 いとす る海外の報告
と異な り,本 邦で は後壁,頂 部 な どからも多 く発生す
る傾向がみ られた.た だ し,こ れ までに本邦で報告 さ
れた症例 のなか に膀胱憩室内での発生が み られた報告





の3つ の説 がある.本 邦30例においてその発生要 因 を
考 えてみる と,尿 路感染が13例,尿 路手術既往例 が9
例,カ テーテル留置例(膀 胱痩 を含む)が3例 と圧倒
的に多 く,炎 症 や手術,異 物 などの慢性 的な刺激 に よ
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り尿路上皮 が化生変化 を起す とい う② のmetanephric
changesofuroepithelium説が強 く考 えられる もの と
思 われた.自 験例 は2例 とも初診 時に尿路感染を有 し
てお り,憩 室があ るために長期にわた り尿路感染が存
在 していた と思 われる.こ のため憩室壁の上皮細胞が
化生 変化 を きた し,nephrogenicadcnomaが発生 し
たと考え られた.
海外の文献で は高い再発率や悪性化が報告 されてい
るが,わ が 国の文献 上,再 発や悪性化の報告 はみ られ
なか った.わ れわれの症例では,症 例1は 術後他因死
したが,症 例2は 術 後6カ 月の時点で再発を認めてい
ない.
Nephrogenicadcnomaはそ の 肉眼 的形 態 が10w
gradeの表在性 膀胱癌 によ く似てお り,尿 路感染や手
術の既往のあ る患者 に発生 しうる腫瘍 として,鑑 別診
断の1つ に考慮 されるべ き疾患であ ると考 えられた.
結 語
膀胱 憩室内 にみ られ たnephrogenicadenomaの2
例を報告 した.
膀胱nephrogenicadenomaとしては本邦30例目,






1)岩 岡 香,鈴 木 裕 志,岡 田 謙 一 郎,ほ か:膀 胱 憩




3)原 好 弘,上 領 頼 啓:膀 胱 に 発 生 し たnephro-
genicadenomaの1例.日 泌 尿 会 誌67:898,
1976








6)桐 山 功,堀 夏 樹,秋 元 成 太,ほ か.膀 胱 に み
られ たNephrogenicadenoma.逓信 医47=622-
623,1995
7)秋 山 直 枝,秋 山 美 博,古 川 利 温,ほ か:膀 胱
nephrogenicadenomaを伴 っ た 両 側 性 黄 色 肉 芽 腫
性 腎 孟 腎 炎.小 児 臨49:85-89,1996
8)荒 木 彰 弘,野 口 良 輔,赤 座 英 之,ほ か:膀 胱 に 発
生 し た 腎 原 性 腺 腫 の1例.茨 城 臨 医 誌33:151,
1997
9)堀 田 浩 貴,高 木 良 雄,鈴 木 範 宣,ほ か:膀 胱
nephrogenicadenomaの1例.泌尿 器 外 科11:
715-717,1998
10)池 田 義 弘,小 田 島 邦 男,中 村 宏,ほ か:膀 胱 腫
瘍 の 術 後 に 発 生 したnephrogenicadenomaの1
例.泌 尿 器 外 科11;896,1998
11)川 端 幸 嗣,吉 田 二 郎,宇 土 巌,ほ か:膀 胱 膣 痩
術 後 に 発 生 したnephrogenicadenomaの1例.熊
本 医 会 誌72:llO,1998
(ReceivedonMay30,2000AcceptedonAugustl3,2000)
(迅速掲載)
